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米島宏幸 (大阪大 ･院 ･生命機能)
霊長類の視党に関わる部位は複数あり,これらの部
位は投射の関係や処理する情事Rの内容から,大きく2つ
の並列な経路に分析できる｡本研究ではこの並列に分離
した経路が形成される分子的機柄を解明することを目的
とする｡外側膝状体では,この2つの経路が大細胞屑と
小細胞眉として組織学的に顕著に分離している｡
この2つの層の分離はアカゲザルでは胎生90日ころ
に起きると報告されている(Rakic-P1977)が,今回供給
された胎生90±2日のアカゲザルでは未だ屑分離は観察
できなかった｡
生徒3カ月のニホンザルの外側膝状体を出発材料と
して,differentialdisplay法を用いてすでに得ている,
いずれかの眉により多く発現する多数の迫伝子の候補の
分布をIJ7SL'tuhybridization法により調べた｡ニホン
ザルの成獣の外側膝状体では,いずれかの屑により多く
発現している迫伝子が複数見出されたが,胎生90±2日
のアカゲザルの外側膝状体では,これまで検討した迫伝
子の中では,見出されなかった｡さらに他の候補につい
ても検討する｡
胎生期のカニクイザルの外側膝状体を入手できたの
で,これを出発材料として候補迫伝子のライブラリー を
作成し,これらの分布も検討する予定である｡
自由 21 MRlによる霊長類の頭現部画像データベー
ス構築
竹本浩典 (ATR:国際怒気通信基礎技術研)
本年度は以下の表に示す歪長析 9種とツパイの頭頚
部をATRの高解像度MRI装置を用いて計測し,DICOM形
式のファイルとしてデータベースに登録した｡
種名 郎像皮 枚
数AtelesgeQUroyL' 0.50Ⅹ0.50xO.50
148EnJLhrocebuspatas_ 0.50Ⅹ0.50xO.
60 148GalagocrassL'Caudatus 0.25Ⅹ0.25
Ⅹ0.30 200Nyct'cebuscouca77g 0.50Ⅹ0
.50Ⅹ0.50 144Pantroglodytes 0.5
0Ⅹ0.50Ⅹ1.00 116Papt'Ohamadryas 0
.50Ⅹ0.50Ⅹ0.60 148pPresbytiscrL'Slatu
s 0.50Ⅹ0.50Ⅹ0.50 148SaRuil7uSIabL'
atuS 0.50Ⅹ0.50Ⅹ0.50 144SaimirL'SCL'ure
